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WB 1:500-1:2000,ICC/IF 1:100-1:200

Calculated MW:42 kDa; Observed MW:42 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、約40アミノ酸のモチーフであるFボックスを特徴とするFボックスタンパク質ファミリーのメンバーをコードしています。Fボックスタンパク質は、リン酸化依存性ユビキチン化に機能するSCF（SKP1-cullin-F-box）と呼ばれるユビキチンタンパク質リガーゼ複合体の4つのサブユニットの1つを構成しています。Fボックスタンパク質は、WD-40ドメインを含むFbws、ロイシンリッチリピートを含むFbls、および異なるタンパク質間相互作用モジュールを含むか認識可能なモチーフを持たないFbxsの3つのクラスに分類されます。この遺伝子によってコードされるタンパク質はFbxsクラスに属し、Fボックスドメインを含みます。このタンパク質は筋萎縮時に高発現しますが、この遺伝子を欠損したマウスは萎縮に抵抗性であることがわかりました。そのため、このタンパク質は筋萎縮の治療における潜在的な薬物ターゲットです。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが生成されます。 [RefSeq提供、2011年6月]
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	Fbx32 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用してマウス筋肉組織抽出物のウェスタンブロット分析を行いました。

